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(57)【要約】
【課題】画像表示装置の画質設定時に、容易に短時間で
適切なガンマ特性値を求めることができるようにする。
【解決手段】受像機の制御部４は、オンスクリーン表示
を行うＯＳＤ表示部１３と、入力信号について記憶部７
に記憶されたガンマ特性値に基づきガンマ補正処理を行
う補正部１２と、記憶部７に記憶された目標値に基づい
てガンマ特性値を変更可能である特性値変更部２１と、
補正部１２から液晶表示パネルの駆動回路に出力される
出力信号の出力レベルを測定する測定部２２とを有して
いる。制御部４は、ＯＳＤ表示部１３により所定の階調
のオンスクリーン表示を行い、特性値変更部２１により
そのときの出力信号の出力レベルの測定値と目標値とを
比較し、その比較結果に基づきガンマ特性値を変更する
。所望のガンマ特性値を自動的に設定することが可能で
あり、作業者は、短時間の手作業を行うことにより、適
切なガンマ特性値を求めることができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素がオン／オフ駆動されることにより画像を表示する液晶表示パネルと、
　外部から入力された入力信号を処理し出力信号として出力する制御部と、
　前記複数の画素それぞれに、前記制御部から出力された出力信号の出力レベルに応じた
電圧を印加し、各画素を前記出力信号に対応する階調で駆動する駆動回路とを備え、
　前記制御部は、
　外部から入力される入力信号と前記出力信号との対応関係を示すガンマ特性値を記憶す
る記憶部と、
　前記記憶部が記憶しているガンマ特性値に応じて前記入力信号についてガンマ補正処理
を実行する信号処理部と、
　所定のオンスクリーン表示を前記液晶表示パネルに表示させるように前記信号処理部に
オンスクリーン表示信号を出力するＯＳＤ（On-Screen Display）表示部とを有する画像
表示装置において、
　前記ＯＳＤ表示部は、所定の複数の階調のうち選択した階調により前記オンスクリーン
表示を行うことができるように構成されており、
　前記記憶部は、前記ＯＳＤ表示部によりオンスクリーン表示可能な複数の階調それぞれ
に対応して記録された所定の目標値をさらに有しており、
　前記制御部は、前記駆動回路に出力される出力信号の出力レベルを測定する測定部をさ
らに有しており、
　前記制御部は、前記ＯＳＤ表示部により所定の階調のオンスクリーン表示を実行させ、
そのとき前記信号処理部から出力される出力信号の出力レベルを前記測定部により測定し
、その測定値又はその測定値から算出された値を、前記目標値又は前記目標値から算出さ
れた値とを比較する比較処理を行い、その比較処理の結果に基づいて、前記記憶部に記憶
されているガンマ特性値を変更可能に構成されていることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記ＯＳＤ表示部による所定の階調のオンスクリーン表示させて前記比
較処理を行ったとき、その測定値又は測定値から算出された値が前記目標値又は目標値か
ら算出された値に近づくように、前記ガンマ特性値を最適化するフィードバック制御を行
うように構成されていることを特徴とする請求項１記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記ＯＳＤ表示部がオンスクリーン表示可能な複数の階調それぞれにつ
いて、前記ガンマ特性値を最適化する前記フィードバック制御を行うように構成されてい
ることを特徴とする請求項２記載の画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部から入力された映像信号に基づいて液晶表示パネルに画像を表示する画
像表示装置に関し、特に、画像表示装置の画像処理部における入力された映像信号に対す
るガンマ補正処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、各画素がオン／オフ駆動されることにより画像を表示する液晶表示パネルを用
いた画像表示装置では、液晶パネルにおいて例えば各画素に印加される駆動信号の電圧に
応じてその開口率が制御されるが、その電圧と開口率とが必ずしも線形の関係になってい
ないため、各画素の階調を適正化するために、いわゆるガンマ補正処理を行う必要がある
。ガンマ補正処理では、予め設定したガンマ特性値に基づき、入力される映像信号に対す
る表示画像の階調を調整することにより、表示する画像にいわゆる階調飛びや色つき等が
発生しないようにする。ガンマ補正処理は、表示する画像の色調や輝度等を調整する画像
処理部により行われる。ガンマ特性値としては、通常、画像表示装置の製造時に、その画
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像表示装置に使用される液晶表示パネルの種類や制御回路等に応じた適切なものが、メモ
リ等の記憶部に記憶される。
【０００３】
　ところで、画像表示装置の機種毎における適切なガンマ特性値は、その画像表示装置の
製造前において、その表示画像の標準の画質等を設定する画質設定時には未知である。そ
のため、例えば、画像表示装置の標準画質設定時において、実際に、入力された所定の画
像信号に対する表示画像の輝度等を測定し、その測定結果に基づいて、画像表示装置の製
造時に実際に設定すべき適切なガンマ特性値を求める作業を行う必要がある。しかしなが
ら、このような作業を行う場合、例えばカラーバー等、測定用に入力する所定の画像信号
の信号源を出力する入力装置や、表示画像の輝度等を測定するカラーアナライザ等の測定
装置等を用いつつ、作業者が手作業にてガンマ特性値の設定と測定とを繰り返し試行する
必要がある。しかも、このようにして手作業によりガンマ特性値を設定する場合には、実
際にガンマ補正処理を行う制御回路だけでなく、液晶表示パネルやその駆動回路等を共に
用意しなければならない。そのため、特にガンマ特性値の最適化が全く図られていないよ
うな画像表示装置の開発初期状態から、このように適切なガンマ特性値を求める作業を行
う場合、作業時間が長時間になり、開発コストが高くなるという問題があった。特に、液
晶表示パネルを用いた画像表示装置においては、液晶表示パネルと駆動回路とのガンマ特
性を同時に補正しているため、液晶表示パネルの仕様が定まらなければこの作業を行うこ
とができないという問題があった。
【０００４】
　ここで、例えば特許文献１には、ＯＳＤ（On-Screen Display）信号発生器により生成
された黒及び白の基準信号を増幅回路により増幅し、増幅回路に結合された測定回路によ
り黒及び白の基準信号に呼応して白レベルと黒レベルとを測定して黒及び白レベルの安定
化を図った、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）を用いた画像表示装置の構成が開示されている
。また、特許文献２には、チャンネルや音量などのＯＳＤ表示を利用して自動的にホワイ
トバランス調整を行うように構成されたＣＲＴを用いた画像表示装置が開示されている。
特許文献３には、ＣＲＴを用いた画像表示装置において、ＯＳＤ表示の信号を用いてホワ
イトバランス調整を行うようにし、回路構成を簡略化することが開示されている。しかし
ながら、ＣＲＴは液晶表示パネルと異なり、それ自体入力信号の電圧レベルと出力される
画像の輝度とは比例しているため、ガンマ補正処理は不要である。従って、これら特許文
献１乃至特許文献３に示された技術を応用するには、液晶表示パネルの仕様が決定されて
いなければならず、液晶表示パネルの仕様が未決定の開発初期の段階では用いることがで
きない。
【０００５】
　また、特許文献４には、外部のカラーアナライザ及びＰＣを用いて画像表示装置のガン
マ補正特性を容易に調整可能にするパネル表示テレビジョン調整システムが開示されてい
る。しかしながら、このシステムでは、画像表示装置一台毎にＰＣ及びカラーアナライザ
を接続してガンマ補正特性を調整するものであり、上記のように、画像表示装置に実際に
設定すべき適当なガンマ特性値を求める際の問題点の解決策として有効なものではない。
【特許文献１】特表２００２－５２４８９４号公報
【特許文献２】特開平９－８４０４４号公報
【特許文献３】特開２０００－３４１５５６号公報
【特許文献４】特開２００５－５７５４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記問題点を鑑みてなされたものであり、液晶表示パネルの仕様が未決定の
開発初期段階においても、画像表示装置の画質設定時に、容易に短時間で適切な駆動回路
のガンマ特性値を求めることができ、開発時間を短縮し開発コストを低減可能な画像表示
装置を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、請求項１の発明は、複数の画素がオン／オフ駆動されること
により画像を表示する液晶表示パネルと、外部から入力された入力信号を処理し出力信号
として出力する制御部と、前記複数の画素それぞれに、前記制御部から出力された出力信
号の出力レベルに応じた電圧を印加し、各画素を前記出力信号に対応する階調で駆動する
駆動回路とを備え、前記制御部は、外部から入力される入力信号と前記出力信号との対応
関係を示すガンマ特性値を記憶する記憶部と、前記記憶部が記憶しているガンマ特性値に
応じて前記入力信号についてガンマ補正処理を実行する信号処理部と、所定のオンスクリ
ーン表示を前記液晶表示パネルに表示させるように前記信号処理部にオンスクリーン表示
信号を出力するＯＳＤ（On-Screen Display）表示部とを有する画像表示装置において、
前記ＯＳＤ表示部は、所定の複数の階調のうち選択した階調により前記オンスクリーン表
示を行うことができるように構成されており、前記記憶部は、前記ＯＳＤ表示部によりオ
ンスクリーン表示可能な複数の階調それぞれに対応して記録された所定の目標値をさらに
有しており、前記制御部は、前記駆動回路に出力される出力信号の出力レベルを測定する
測定部をさらに有しており、前記制御部は、前記ＯＳＤ表示部により所定の階調のオンス
クリーン表示を実行させ、そのとき前記信号処理部から出力される出力信号の出力レベル
を前記測定部により測定し、その測定値又はその測定値から算出された値を、前記目標値
又は前記目標値から算出された値とを比較する比較処理を行い、その比較処理の結果に基
づいて、前記記憶部に記憶されているガンマ特性値を変更可能に構成されているものであ
る。
【０００８】
　請求項２の発明は、請求項１の発明において、前記制御部は、前記ＯＳＤ表示部による
所定の階調のオンスクリーン表示させて前記比較処理を行ったとき、その測定値又は測定
値から算出された値が前記目標値又は目標値から算出された値に近づくように、前記ガン
マ特性値を最適化するフィードバック制御を行うように構成されているものである。
【０００９】
　請求項３の発明は、請求項２の発明において、前記制御部は、前記ＯＳＤ表示部がオン
スクリーン表示可能な複数の階調それぞれについて、前記ガンマ特性値を最適化する前記
フィードバック制御を行うように構成されているものである。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１の発明によれば、制御部により、ガンマ特性値を目標値に応じて変更させるこ
とができるので、予め所定の目標値を設定しておくことにより、その目標値に基づき記憶
部のガンマ特性値を自動的に設定させることができる。従って、作業者は、その画像表示
装置における画質設定作業時に適切なガンマ特性値を求めるにあたり、自動的に設定され
たガンマ特性値によりガンマ補正処理が行われるような状態で手作業によりガンマ特性値
の微調整を行うことができるので、容易に且つ短時間で適切なガンマ特性値を求めること
ができ、開発コストを低減することができる。画像表示装置に内蔵のＯＳＤ表示機能を利
用することにより、ガンマ特性値を設定するために画像表示装置とは別の入力信号源を用
いることなくガンマ特性値を自動的に設定することができ、また、カラーアナライザ等を
用いず、液晶表示パネルや駆動回路等を組み付けていない状態でも自動的にガンマ特性値
を設定することができるので、画質設定作業をより容易に行うことができる。
【００１１】
　請求項２の発明によれば、予め所望のガンマ特性値に応じて目標値を設定しておくこと
により、その目標値に基づき制御部がフィードバック制御を行うので、自動的に記憶部に
所望のガンマ特性値を設定することができる。従って、作業者は、画像表示装置の画質設
定時に、所望のガンマ特性値によりガンマ補正処理が行われるようにした状態からガンマ
特性値の微調整を行うことができ、適切なガンマ特性値をさらに容易に且つ短時間で求め
ることができる。また、上述と同様に、画像表示装置とは別の入力信号源やカラーアナラ
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イザ等を用いず、液晶表示パネル等を組み付けていない状態でも自動的に所望のガンマ特
性値に設定することができ、画質設定作業をより容易に行うことができる。
【００１２】
　請求項３の発明によれば、複数の階調それぞれについて制御部がガンマ特性値を最適化
するフィードバック制御を行うので、作業者が手作業によりガンマ特性値の微調整を行う
前に、所望のガンマ特性値をより詳細に設定させることが可能になる。従って、さらに容
易に且つ短時間で適切なガンマ特性値を求めることが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の一実施形態について図面を参照して説明する。図１は、本実施形態に係
る画像表示装置の一例としてテレビジョン放送受像機（以下、受像機と称する）を示す。
受像機１は、液晶表示パネル２と、外部のアンテナ（図示せず）等から入力された信号を
選局するチューナ３と、受像機１の各部を制御する制御部４と、制御部４に制御されチュ
ーナ３を制御し受信する信号を選局させる選局部５と、後述するようにチューナ３から制
御部４を経由し入力された出力信号に基づき液晶表示パネル２を駆動する駆動回路６と、
制御部４により用いられる種々の設定情報等が記憶される記憶部７等で構成されている。
【００１４】
　液晶表示パネル２は、バックライト（図示せず）と、その前面に縦方向及び横方向に行
列をなすように配列された複数の画素（図示せず）を有している。液晶表示パネル２の各
画素は、駆動回路６からの駆動電圧が印加されることによりその駆動電圧に応じてバック
ライトからの光の透過率を変更する液晶素子である。すなわち、液晶表示パネル２は、駆
動回路６により各画素が制御部４から出力された出力信号に対応する階調で駆動されて、
その各画素の階調の濃淡により、チューナ３により選局された入力信号に対応する画像を
表示する。駆動回路６は、出力信号の出力レベルに応じた駆動電圧で各画素を駆動する。
本実施形態において、液晶表示パネル２は、例えば、ＲＧＢそれぞれ２５６階調で各画素
を駆動可能に構成されており、いわゆるカラー画像を表示可能に構成されている。
【００１５】
　図２は、制御部４及び記憶部７を示す。制御部４は、例えばマイコン等により構成され
ている。制御部４は、チューナ３から入力された入力信号を処理し出力信号として駆動回
路６に出力する信号処理部１０と、所定のオンスクリーン表示を行うためのＯＳＤ（On-S
creen Display）表示部１３を有している。信号処理部１０は、液晶表示パネル２に表示
する画像のブライトネスやコントラスト等を調整する調整部１１と、入力信号に対しガン
マ補正処理を行い出力信号として出力する補正部１２とを有している。
【００１６】
　調整部１１は、記憶部７に予め記憶されたイニシャル設定情報や、記憶部７にユーザに
より所定の方法で記憶されたユーザ設定情報等に基づいて、液晶表示パネル２に表示する
画像の調整を行う。補正部１２は、記憶部７に予め記憶されたガンマ特性値に基づき、ガ
ンマ補正処理を行う。ガンマ特性値は、用いられている液晶表示パネル２の特性や、制御
部４の特性等に応じて、液晶表示パネル２に表示される画像の階調表現が適切になるよう
に、入力信号と出力信号との対応関係を最適化して定められたものである。ガンマ特性値
は、受像機１の開発段階において後述のようにして求められ、製造時に記憶部７に記憶さ
れたものである。
【００１７】
　ＯＳＤ表示部１３は、例えば、ユーザにより音量調節等の操作が行われる際、その操作
に応じて液晶表示パネル２に所定のオンスクリーン表示を表示させる。オンスクリーン表
示は、ＯＳＤ表示部１３が、液晶表示パネル２に表示させるオンスクリーン表示の画像に
対応したオンスクリーン表示信号を入力信号に加えて信号処理部１０に入力することによ
り行われる。ＯＳＤ表示部１３は、例えば、液晶表示パネル２の各画素を、例えば白色か
ら黒色まで２５６段階のいわゆるグレースケールの中から選択した階調で共に駆動し、全
画面一色のオンスクリーン表示をさせることができるように構成されている。この場合、
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ＯＳＤ表示部１３は、その階調で液晶表示パネル２に全画面表示させることを示すオンス
クリーン表示信号を信号処理部１０に出力する。出力されたオンスクリーン表示信号が画
質調整、ガンマ補正処理等を経て信号処理部１０に出力信号として出力されると、駆動回
路６により液晶表示パネル２にてオンスクリーン表示が行われる。
【００１８】
　ここで、本実施形態において、制御部４は、記憶部７に記憶されたガンマ特性値を後述
のように変更する機能を有する特性値変更部２１と、補正部１２により出力された出力信
号の出力レベルを測定する測定部２２とを有している。受像機１は、例えばその開発段階
において画質設定作業が行われる前のような、ガンマ特性値が例えば全く最適化されてい
ない状態から、ガンマ特性値を、例えば液晶表示パネル２の階調特性を考慮せず信号処理
部１０の特性のみを考慮した所望の設定値まで、自動的に設定させることができるように
構成されている。このガンマ特性値の設定機能は、例えば、作業者等が、制御部４と通信
可能な入力機器や計算機等を用いて、制御部４に所定のコマンド等を送信すること等によ
り実行開始される。実行前には、予め、所望のガンマ特性値に対応するような所定の目標
値を、記憶部７に記憶させておく。本実施形態においては、所定の目標値として、例えば
、所望のガンマ特性値によりガンマ補正処理が行われるようなときに入力信号に対し出力
されることになる出力信号の出力レベルの値が記憶されている。所定の目標値は、ＯＳＤ
表示部１３から出力可能な複数の階調（例えば、２５６階調）のそれぞれに対応するよう
に設定されている。なお、ガンマ特性値の設定機能を実行する際には、制御部４や記憶部
７等が搭載された回路基板に、液晶表示パネル２や駆動回路６等を接続する必要がなく、
例えば開発初期段階において、回路基板単体のみを用いて当該設定機能を実行することが
できる。
【００１９】
　図３は、制御部４により制御され行われるガンマ特性値の設定機能の流れを示す。先ず
、設定機能が開始されると、先ず、特性値変更部２１は、記憶部７に記憶されているガン
マ特性値を初期化する（Ｓ１１）。これにより、例えば、ガンマ特性値は、入力信号と出
力信号の互いの出力レベルが等しくなる線形特性に設定される。初期化が終了すると、制
御部４は、ＯＳＤ表示部１３から、ＲＧＢ各色の出力が最大である白色のオンスクリーン
表示が行われるようにオンスクリーン表示信号を出力させる（Ｓ１２）。オンスクリーン
表示信号が出力されると、画質調整が行われた後、補正部１２によりその時点で記憶部７
に記憶されているガンマ特性値に応じてガンマ補正処理が行われる。測定部２２は、ガン
マ補正処理が行われて出力された出力信号の出力レベルを測定する（Ｓ１３）。
【００２０】
　特性値変更部２１は、記憶部７に記憶された所定の目標値を読み出し、その目標値と測
定部２２により測定された出力レベルの測定値とを比較する比較処理を行う（Ｓ１４）。
このとき、目標値のうち、そのときＯＳＤ表示部１３によりオンスクリーン表示される階
調に対応する値を測定値と比較する。比較処理において、目標値と測定値とが異なり、目
標値と測定値との差が所定の閾値範囲外であれば、特性値変更部２１は、ガンマ補正処理
が行われて出力された出力信号の出力レベルの値が目標値に近づくようにガンマ特性値の
当該階調に対応する値を変更するフィードバック制御を行う（Ｓ１５；ＮＯ，Ｓ１６）。
その後、特性値変更部２１は、変更後のガンマ特性値に基づいてガンマ補正処理が行われ
て出力された出力信号の出力レベルの測定値と目標値との差が所定の閾値範囲内であれば
、当該階調におけるガンマ特性値が最適化されたとして、ガンマ特性値の調整を終了する
（Ｓ１５；ＹＥＳ）。
【００２１】
　上記のように白色の階調におけるガンマ特性値の調整が終了すると、制御部４は、オン
スクリーン表示信号のＲＧＢそれぞれの出力が最小（例えば、最も暗い黒色）でないこと
を確認する（Ｓ１７；ＮＯ）。そして、ＯＳＤ表示部１３から、ＲＧＢそれぞれの出力を
１段階小さくした階調のオンスクリーン表示を行うようにオンスクリーン表示信号を出力
させる（Ｓ１８）。換言すると、このとき、例えば２５６階調のグレースケールのうち最
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も明るい白色の次に明るいグレー色のオンスクリーン表示を行う。このようにオンスクリ
ーン表示の階調を変更した後、その階調においても、上述と同様に、測定部２２による測
定（Ｓ１３）、特性値変更部２１による比較処理（Ｓ１４）及びガンマ特性値の最適化処
理（Ｓ１５，Ｓ１６）を行う。そして、オンスクリーン表示信号のＲＧＢそれぞれの出力
が最小ではないことを確認し（Ｓ１７；ＮＯ）、オンスクリーン表示の階調をさらに１段
階小さくし、同様にガンマ特性値の最適化処理を行う。制御部４は、このように、白色か
ら黒色まで２５５段階のそれぞれの階調について、順次、ガンマ特性値の最適化処理を行
うように構成されている。オンスクリーン表示の階調が最低になり、その階調についてガ
ンマ特性値の最適化処理が行われると、制御部４は、オンスクリーン表示信号のＲＧＢそ
れぞれの出力が最小である旨確認する（Ｓ１７；ＹＥＳ）。そして、特性値変更部２１は
、２５５段階のすべての階調について最適化処理が行われたガンマ特性値を記憶部７に記
憶させ（Ｓ１９）、ガンマ特性値の設定機能を終了する。
【００２２】
　このように、本実施形態においては、記憶部７に予め所定の目標値を設定しておくこと
により、その目標値に基づき上述のようにフィードバック制御を行い、記憶部７のガンマ
特性値を所望の値に自動的に設定させることができる。そのため、作業者は、その受像機
１における画質設定作業時に適切なガンマ特性値を求めるにあたり、自動的に設定された
ガンマ特性値によりガンマ補正処理が行われるような状態にした後、手作業によりガンマ
特性値の微調整を行うことができる。従って、作業者は、容易に且つ短時間の作業で適切
なガンマ特性値を求めることができ、開発コストを低減することができる。ガンマ特性値
の設定機能では、受像機１に内蔵のＯＳＤ表示部１３を利用することにより、受像機１と
は別の入力信号源等を用いることなく、所望のガンマ特性値を自動的に設定することがで
き、また、カラーアナライザ等を用いず、液晶表示パネル２や駆動回路６等を組み付けて
いない状態でも自動的にガンマ特性値を設定することができるので、画質設定作業をより
容易に行うことができる。また、例えば２５６階調それぞれについて制御部４がガンマ特
性値を最適化するフィードバック制御を行うので、所望のガンマ特性値をより詳細に設定
させることができる。従って、作業者は、所望のガンマ特性値が設定された状態から、短
時間の手作業を行うことにより、適切なガンマ特性値を容易に求めることができる。
【００２３】
　なお、本発明は上記実施形態の構成に限定されるものではなく、発明の趣旨を変更しな
い範囲で適宜に種々の変形が可能である。例えば、ガンマ特性値の最適化処理をすべての
階調について行わず、例えば２５５段階のうち１５段階毎にオンスクリーン表示の階調を
変化させ、それぞれの階調についてガンマ特性値の最適化処理を行ってもよい。この場合
、目標値は、ガンマ特性値の最適化処理を行う１５段階毎の階調それぞれに設定すればよ
く、予め記憶部に記憶させておく目標値の情報量を小さくすることができる。
【００２４】
　また、例えば、記憶部に、目標値として、所望のガンマ特性値に対応するガンマカーブ
設定を記憶させておいてもよい。その場合、例えば、特性値変更部が、そのガンマカーブ
設定から出力信号の出力レベルの値を算出し、その算出値と目標値とを比較したり、測定
値から算出した値をガンマカーブ設定の値と比較し、ガンマ特性値の最適化を行うことに
より、同様に、ガンマ特性値の設定機能を実現可能である。また、特性値変更部は、記憶
されている目標値から算出した値と、測定部により測定された測定値から算出した値とを
比較し、ガンマ特性値の最適化を行うように構成されていてもよい。さらにまた、本発明
は、受像機１に限らず、外部の映像再生装置や電子計算機等から出力された入力信号を液
晶表示パネルに表示可能なディスプレイなどであっても、同様に適用することが可能なも
のである。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一実施形態に係る画像表示装置を示すブロック図。
【図２】上記装置の制御部及び記憶部を示すブロック図。
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【図３】上記装置のガンマ特性値の最適化処理の流れを示すフローチャート。
【符号の説明】
【００２６】
　１　画像表示装置
　４　制御部
　５　駆動回路
　６　液晶表示パネル
　７　記憶部
　１０　信号処理部
　１３　ＯＳＤ表示部
　２２　測定部

【図１】

【図２】

【図３】
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